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「地質調査業のミレニアム」 

西暦 2000 年の年に中部地質調査業協会が設立 40 周年を迎えることは何か象徴的と思われます。 現在、業種の如何を問わず所詮 IT 革命の真中に 

いることは間違いのない事実であり、それは情報の 高密度化、共有化等により経営資源の効率的運用を図り、顧客満足度を眼目としながら実際はコ 

スト縮減 を主導要因として、進行していることを意味しています。 また、ISO に代表される国際標準化、環境負荷低減、リスク管理への対応も企業生き 

残りの条件 と思われ、こうした時代が要求するキーコンセプトと地質調査業の関わりを （図－１）に模式化しました。 

地質調査業は知的専門サービス業として位置づけられています。私たち自身が標榜するジオドクターと してのアイデンティティを証左する多種多様の 

業務を（表－１）に今後、 伸長が期待できる業務を（表－２）に、 また同時に企業生き残りのために対応すべき時代の要求、課題を、 （表－３）にキーワ 

ードを織り込みまとめてみました。








